
令和３年度第６回鳳来南部地域協議会 会議録 

日  時 
令和３年１０月７日（木） 

午後７時３０分～午後８時３０分 

場  所 旧黄柳野小学校 

出 席 者 委 員１８名 欠席者２名、 事務局４名 

傍聴人数  なし 

次 第 

１ あいさつ 
  原田会長 
 
２ 協議事項 
（１）令和４年度鳳来南部自治区予算事業に関する建議書について 
（２）地域マネージャー制度について 
 

３ 今後の予定 
（１） 第７回地域協議会の日程について 
（２） 第８回地域協議会の日程について 

    

４ 閉会のあいさつ 

  鳳来自治振興事務所長 

会議内容 

１．あいさつ 
 原田会長 
 
２．議事 令和４年度鳳来南部地域自治区予算事業に関する建議書について 
事務局より１０月２０日に市長へ提出する建議書について説明 
 
質疑なし 

  
 全員賛成により事務局案のとおり決定 
 
３．議事 地域マネージャー制度について 
 事務局より資料をもとに説明 
 質疑 
（委員） 

  積極的に検討して欲しいと感じた。まちづくり会議が母体になりうるとあるが、現状では

苦戦している状況。お役仕事となって積極的ではない委員、３年任期のため、理解した頃に

は退任してしまう委員もいるため、そういう委員をまとめるのはすごく大変なことなので、

マネージャーには責任感のある人を選定し、継続できる組織にしてもらいたい。 
 （委員） 
  説明資料に例があるがマネージャー制度のイメージがつかめない。他市での事例はある

か？ 
 （会長） 
  事例については、事務局で探してもらう。何もない所から皆で考えていくことになる。 
  



（委員） 
  地域運営組織とはどんなものか。お役仕事では機能しないと思うので、各団体から主にな

る人に入ってもらうべき。部会のねらいを決め、具体性をもって組織する必要がある。 
 （事務局） 
  まちづくり会議にリーダーを置いて強化するイメージ。 
  詳細は今後話し合いで考えていきたい。 
 （事務所長） 
  部会は計画推進の方向毎に掘り下げるためのもの。鳳来南部は現在一つの部会になってい

るが、団体の力があるので、それを後押ししていきたい。地域計画は具体的に記載してある

ので、その中から実行に移したい。 
  まちづくり会議は変革を模索している段階だと思うので、これは一新するチャンスだと思

う。 
 （会長） 
  説明資料にもあるが、希望する地域協議会は検討委員会を設置できるとある。これを設置

するかどうかを次回の地域協議会で検討したい。 
 （委員） 
  まちづくり会議をマネージャーが引っ張ってくれるといいと思う。 
 （委員） 
  私も積極的に検討して欲しいと思う。今のまちづくり会議のシステムでは、今後継続して

いくのは難しい。まちづくり会議の中でも前向きに検討したい。 
 
 （会長） 
  今のまちづくり会議は、団体と区からの推薦で、お役としてやっている人が多い。 
 （委員） 
  マネージャーは、各団体をまとめられて、長くやってもらえる人を選ぶのがいいと思う。 
 （会長） 
  次回の協議会で採決を取りたいので、各自考えてきて欲しい。 
 
４．今後の予定 
  事務局より、第７回、第８回の日程を提案。 

第７回は提案のとおりだが、第８回については、１２月２３日に変更。 
 

石野事務所長のあいさつ後、閉会。（午後８時３０分） 

 

 


